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1ＤＬとは？　Tulips とは？
‘電子図書館’つまり‘Digital Library’を略
記したものが，ＤＬです。そして，Tulipsとは
‘筑波大学のＤＬ’の愛称です。ネイミングは物
理学系のＵ教授によるもので，T s u k u b a
University Library digitized Information Public
Service の頭文字を並べたものです。が，実は，
Tulips という愛称の方が先にあって，これに後か
らこじつけをしたのです。それにしては，ナカナ
カうまいものですね。Tulips のホームページは図
1 のようになっています。チューリップの花柄を
あしらったロゴは，デザイナーもはっきりしてい
る正規のものです。単なる挿絵ではありません。
本学の電子図書館は，実用をめざした先導的
ＤＬとして，京大と共に国立大学初の予算措置を
受けてスタートしました。平成10年 1 月システム
導入，正式な発足は同 3 月でした。上記の逸話は，
当初の熱気を伝えたくて，紹介したものです。
電子ジャーナルの衝撃！
これまで学術雑誌は，紙に印刷した冊子体のも
のが普通でした。しかし，ここに来て，急速に電
子ジャーナルが普及し，論文や研究資料はコン
ピュータディスプレイの上で見るものに変貌しつ
つあります。これは，印刷術の発明以来の大変革
といってもよいでしょう。
印刷媒体から電子媒体へと変わることで，どの
ような影響があるのか？まず利点としては，製本
運送のタイムディレイがない，複数の人が同時に
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アクセスできる，図書館へ足を運ばなくてもよい，
検索効率がよい，保管場所を取らない，などがす
ぐに挙げられます。一方，紙媒体が無しでは記録
（アーカイブ）としての不安が残る，ハードコピー
としての最終形態があいまいになり改ざんの恐れ
が生じる，著作権の問題が煩雑になる，購読契約
の仕方が多様になる，ディスプレイは目が疲れる，
などの問題も生じます。
このような利点や問題点をさらに突き詰めてい
くと，今後，さらに激しい変化が訪れるであろう
ということが見えてきます。たとえば，論文の中
にアニメーションや音声を載せたり，メイルアド
レスを介して直接著者に質問したりすることもで
きます。
さらに，従来型の図書館の役割が大きく様変わ
りするでしょう。象徴的にいえば，勉強・研究は
もっぱら自室で行い，ちょっと飽きれば散歩がて
らに図書館に行って休憩する，というような逆転
現象が起こるかも知れません。実際，私自身は図
書資料室で新着雑誌を見るということがなくなり
ました。図書館に喫茶室を…などという要求が出
てくるかもしれません。だからといって，現在の
図書館がなくなるということはないでしょう。む
しろ，貴重書や記録の保存という意味での重要性
を増し，いわば知的財産の博物館という色彩が出
てくると思います。
また，図書予算の厳しさを少しでも緩和しつつ
も情報アクセスの太いパイプを維持するために
は，複数の大学や図書館がコンソーシアムを形成
して，出版社との購読契約の交渉に臨むというよ
うな新しい局面も発生することになります。この
点については，結局‘落ち着くところに落ち着く’
のでしょう。重要なのは，じつは電子ジャーナル
の意義は，本来，地理的・経済的な格差を緩和す
る方向に導いてくれることにあると思っていま
す。ＤＬには，学生･研究者から一般市民まで，
多くの人に，公平な環境を用意してくれるという
メリットを期待しています。
研究スタイルが変わる？　その素描
いま仮に，あなたが何か研究上のアイディアを
思いついたとします。もしそれがすでに誰かによ
ってなされていたとしたら？それをどうやってチ
ェックしますか？経験的に同じ様な研究論文が載
っていそうな雑誌を調べたり，同僚に訊いたり，
研究会で発表してみて反応を待ったり，…が従来
のやり方でしょうか。
しかし，これからは違います。まず，Tulips の
ホームページにある‘オンラインジャーナル’を
クリックします。すると本学で契約している電子
ジャーナルの全タイトルの本文を見ることができ
ます（図 2 ）。また，‘学術論文情報データベース’
のリンクからも多くの論文の abstract や full text
にアクセスできます。例として，いま目の前のパ
ソコンから INSPEC（2002年 3 月20日まで試験導
入）にアクセスしたところ，2002年 4 月発行予定
の雑誌‘Information Processing Letters, Vol.82,
No. 1 ’の全文データが取れてしまいました！こ
れを書いているのは 1 月31日午後 3 時過ぎですか
ら，発刊よりはるか前にアクセスできたわけです。
個人的には，無償の ResearchIndex （http://www.
researchindex.com/）も，研究論文の調査に便利
です（図 3 ）。おなじみの Google（http://www.
google. com/）などのポータル・サイトも，十分
研究に使えます。
というわけで，いまや冊子体の雑誌を待ってい
ては仕事にならないという状況が現出していま
す。何とも気ぜわしい話ですが，分野によっては
二番煎じは評価ゼロとされてしまうので，やむを
えません。もちろん，ネットの上でこのようにあ
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わただしくやるばかりが勉強であり研究であるわ
けではないのですが。
ＤＬのゆくえ，電子ジャーナルを越えて
上に述べたように，研究論文は冊子体として刊
行される以前に（pre-publish）いち早く，ネット上
で見るということが起こっています。さらには，
刊行される予定の無い（non-publish）内部レポー
トや学位論文に至るまで検索の対象となります。
大学や研究所やプロジェクトのＷＥＢサイトを訪
れて，ディスカッションしたり，奨学金つきの院
生募集や空きポストを見つけたり，…というよう
なコミュニケーションも盛んになるでしょう。
このような Nirvana 境を誰でも享受できるよう
にするには，どのような課題があるかを考えて見
ます。個人的には，情報アクセスには次の3段階
があると思っています。
段階 1 ：情報検索（幅広く）
段階 2 ：情報探索（深く）
段階 3 ：情報交流（コミュニケーション）
段階 1 は，欲しい情報を取りこぼすことのないよ
うに広く網を張り，絞り込む処理です。例えば，
世界中の全ての情報の中から，数件～数十件程度
の精選したものに絞り込む作業です。段階 2 は，
精選した情報の周辺を歩き回る作業です。段階 3
は，ディスカッションをしたり，こちらの情報の
提供も行うレベルです。
この諸段階が速やかに行える環境が理想です
が，現実はまだそこまでには至っていないと言わ
ざるを得ません。まず，段階 1 については，検索
サイトの決定版が現れて one-stop shopping がで
きればと願っています。また，簡潔で強力な検索
条件の標準表記法，それに，個人的に常に目を配
りたい情報源のカスタマイズ機能も欲しいもので
す。これは，今後の研究開発に大いに期待したい
ところです。とは言え，ネットはいわば手元にあ
る世界最大の百科事典（検索エイドつき）として，
すでに十分役に立っています。また，段階 2 に肉
薄する機能として，ResearchIndex のように，あ
る研究論文を手がかりに，それを引用している最
新の論文を網羅的に検索してくれるなどという芸
当は，一昔前には考えられなかったことです。
先に掲げた 3 つの段階が達成されるときがいつ
来るかはわかりません。それは案外早いかもしれ
ません。発刊前に研究成果がどんどんネット上に
流れるような時代になれば，出版社が発行する商
品としての電子ジャーナルというもの自体がかな
り変容していることが予想されます。
ＤＬは大学の死活を握る
筑波大学の Tulips は，幸い，全国の大学のＤＬ
の中で先導的な役割を果たしてきたと思います。
この度，開設 4 年を経て，新システムに更新され，
ｉモードによる個人レベルの利用のための便宜が
図られるなど，常にいろいろな改良・模索が試み
られつつあります。これからは， 4 年間に蓄積し
た経験をどのように生かしていくか，流動的な状
況での的確な判断が要求されます。
今後，先に述べたような検索まわりの技術的な
課題に加えて，情報発信するＤＬ，情報ハブとし
てのＤＬ，情報リテラシの啓蒙教育との連動など，
多くの課題があります。
ＤＬは，従来の図書館にも増して，その大学の
教育･研究を左右するインフラとして，さらに地
域や社会との接点として，大きなカギを握ってい
ます。そのためには，例えば，学位論文のＤＬへ
の登録申請は，大学構成員として参加できる重要
な協力の一つといえるでしょう。
（にしはら・せいいち　電子・情報工学系教授）
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